
令和2年度（2020年度）

予予算算大大事事業業名名 上上記記以以外外のの歳歳出出予予算算科科目目及及びび予予算算大大事事業業名名

事事業業のの目目的的とと概概要要

ⅠⅠ　　事事業業のの成成果果（（実実績績））

ⅡⅡ　　財財務務情情報報
◆◆行行政政ココスストト計計算算書書 （単位：千円） 行行政政ココスストト計計算算書書のの主主なな増増減減理理由由（（特特徴徴的的なな事事項項））

地方税
分担金及び負担金
使用料及び手数料

府府支支出出金金（（経経常常費費用用充充当当））
財産収入
寄附金
他会計からの繰入金
受取利息及び配当金
その他
経常収入　小計 （a）
給与関係費
物物件件費費
維持補修費
社会保障扶助費

◆◆キキャャッッシシュュ・・フフロローー収収支支差差額額集集計計表表 （単位：千円）
特別会計への繰出金
減価償却費
徴収不能引当金繰入額 行行政政ササーービビスス活活動動収収入入
賞与引当金繰入額 行政サービス活動支出
退職手当引当金繰入額
支払利息 投資活動収入
その他 投資活動支出
経常費用　小計 （b） 投資活動収支差額

経常収支差額 （a）-（b）=（c） 財務活動収入
固定資産売却益 財務活動支出
その他 財務活動収支差額
特別収入　小計 （d） 収支差額　合計
固定資産除売却損 一般財源充当額
その他 一般会計からの繰入金
特別支出　小計 （e） 一般会計への繰出金

特別収支差額 （d）-（e）=（f） 前年度からの繰越金
一般財源調整額 （g）
当期収支差額 （c）+（f）+（g） キキャャッッシシュュ・・フフロローー収収支支差差額額集集計計表表のの特特徴徴的的なな事事項項
一般財源充当額
一般会計からの繰入金
一般会計への繰出金
再計

◆◆単単位位ああたたりりののココスストト分分析析（（「「経経常常費費用用  小小計計（（bb））」」をを「「実実績績」」でで割割っってて円円単単位位でで算算出出ししてていいまますす。。））

人 円
人 円
人 円

円
円
円

平成30年度

令和元年度

令和2年度

令和元年度 373,978 287
令和2年度 376,944 269

指  標  名 年度 実績 単位あたりコスト 分  析  内  容  （ 前  年  度  と  の  増  減  理  由）

市民1人あたりのコ
スト

平成30年度 371,030 288
各年度（3月末日）の人口より、市民1人あたりのコストを算出しています。経常経費が減少
し、吹田市民が増加したため、市民1人あたりのコストは減少しました。

- - - -
△7,197 △2,346 6,107 8,452 

98,472 101,747 99,902 △1,845 
決算額の
主な内容

行政サービス活動収入
子ども子育て支援交付金（国庫）1,498千円・（府支
出金）508千円、児童虐待・DV対策等総合支援事
業費国庫補助金　4,948千円ほか

- - - -

- - - -
△105,669 △104,093 △93,796 10,297 

- -
- - - - - - - -
- - - - - -

△1,845 
- - - - - - - -

△99,902 1,845 
特

別

費

用

- - - - 98,472 101,747 99,902 
- - - - △98,472 △101,747 

-
- - - - - - - -

- -
特

別

収

入

- - - - - - -
△105,669 △104,093 △93,796 10,297 - -

- -
107,207 107,539 101,450 △6,090 - - - -

- - - - - -

1,845 
- - - - - - - -

107,556 2,363 
13,069 8,430 516 △7,914 行政サービス活動収支差額 △98,472 △101,747 △99,902 
6,857 7,246 6,902 △344 100,010 105,194 

B B-A
- - - - 11,,553388  33,,444477  77,,665544  44,,220077  

区分
平成30年度 令和元年度 令和2年度 差額

- - - - A

負担金・補助金・交付金等 1,097 1,092 853 △240 
- - - -

- - -
- - - -

経
常
費
用

78,917 89,064 90,872 1,809 
77,,226677  11,,770077  22,,330066  559999  

-

7 12 5 △8 

物件費
家庭児童相談システムの改修に係る委託料の増
加　585千円

1,538 3,447 7,654 4,207 

- - - -
- - - -

府支出金
子ども子育て支援交付金の減額による減少　▲
747千円

- - - -
- - - -

国国庫庫支支出出金金（（経経常常費費用用充充当当）） 558855  11,,665577  66,,444466  44,,778899  
994466  11,,777777  11,,220033  △△557744  

- - -
- - - -

B B-A

国庫支出金
児童虐待・DV対策等総合支援事業費国庫補助金
による増加　4,948千円

経
常
収
入

- - - -
-

成
果
の
説
明

増え続ける家庭児童相談に対し、関係機関と連携を密にしながら、児童虐待の早期発見・早期対応に努めております。その中で令和2年4月には、求め
られる専門職を確保し、子ども家庭総合支援拠点を設置したことで、体制の強化を図りました。また、子育て短期支援事業や育児支援家庭訪問事業な
どの子育て支援事業を実施するとともに、児童虐待の未然防止や重症化予防にも取り組み、児童虐待防止に関する市民向け講演会の開催や啓発用
ポスター等を配布するなど、児童虐待の無い社会の実現に向けた意識の醸成に努めました。一方で、新型コロナウイルス感染症の拡大防止の観点か
ら、子ども見守り家庭訪問事業における民生・児童委員、主任児童委員による訪問はやむを得ず一時的に中止しました。

勘定科目
平成30年度 令和元年度 令和2年度 差額 勘定科目 決  算  額  の  主  な  内  容

A

市民向け講習会参加者数 人 74 43 27 市民向け講習会（児童虐待関係講座、親支援プログラム）の参加者数

家庭児童相談件数 件 1,317 1,444 1,630 吹田市内における家庭児童相談件数

【目的】児童の養育に関する支援を行うとともに、関係機関と密に連携しながら、児童虐待の早期発見、早期対応及び未然防止を図る。
【概要】・子育て短期支援事業（一時的に養育が困難な児童の預かりに関する事業）
　　　 　・子ども見守り家庭訪問事業（民生・児童委員、主任児童委員等による4か月未満の児童がいる世帯への全戸訪問に関する事業）
　　　 　・育児支援家庭訪問事業（育児支援家庭訪問員による養育に不安のある世帯への訪問に関する事業）
　　　 　・児童虐待防止対策事業（家庭児童相談に対する相談業務及び児童虐待防止の啓発に関する事業）
　　　 　・親支援プログラム事業（養育者の子育てにおける問題解決力やスキル向上を図る連続講座に関する事業）

指  標  名 単位 平成30年度 令和元年度 令和2年度 成　果　指　標　の　定　義

部局名 児童部 予算執行所属 家庭児童相談室

家庭児童相談事業

（項） 2 児童福祉費 （目） 1 児童福祉総務費

管理事業名 家家庭庭児児童童相相談談事事業業
総合計画の

体系

大綱　４
政策　１
施策　３

子育て・学び
子育てしやすいまちづくり
配慮が必要な子供・家庭への支援

主な歳出
予算科目

一般会計 （款） 3 民生費

－ 282 －



令和2年度（2020年度）

予予算算大大事事業業名名 上上記記以以外外のの歳歳出出予予算算科科目目及及びび予予算算大大事事業業名名

事事業業のの目目的的とと概概要要

ⅠⅠ　　事事業業のの成成果果（（実実績績））

ⅡⅡ　　財財務務情情報報
◆◆行行政政ココスストト計計算算書書 （単位：千円） 行行政政ココスストト計計算算書書のの主主なな増増減減理理由由（（特特徴徴的的なな事事項項））

地方税
分担金及び負担金
使用料及び手数料

府府支支出出金金（（経経常常費費用用充充当当））
財産収入
寄附金
他会計からの繰入金
受取利息及び配当金
その他
経常収入　小計 （a）
給与関係費
物物件件費費
維持補修費
社会保障扶助費

◆◆キキャャッッシシュュ・・フフロローー収収支支差差額額集集計計表表 （単位：千円）
特別会計への繰出金
減価償却費
徴収不能引当金繰入額 行行政政ササーービビスス活活動動収収入入
賞与引当金繰入額 行政サービス活動支出
退職手当引当金繰入額
支払利息 投資活動収入
その他 投資活動支出
経常費用　小計 （b） 投資活動収支差額

経常収支差額 （a）-（b）=（c） 財務活動収入
固定資産売却益 財務活動支出
その他 財務活動収支差額
特別収入　小計 （d） 収支差額　合計
固定資産除売却損 一般財源充当額
その他 一般会計からの繰入金
特別支出　小計 （e） 一般会計への繰出金

特別収支差額 （d）-（e）=（f） 前年度からの繰越金
一般財源調整額 （g）
当期収支差額 （c）+（f）+（g） キキャャッッシシュュ・・フフロローー収収支支差差額額集集計計表表のの特特徴徴的的なな事事項項
一般財源充当額
一般会計からの繰入金
一般会計への繰出金
再計

◆◆単単位位ああたたりりののココスストト分分析析（（「「経経常常費費用用  小小計計（（bb））」」をを「「実実績績」」でで割割っってて円円単単位位でで算算出出ししてていいまますす。。））

人 円
人 円
人 円

円
円
円

平成30年度

令和元年度

令和2年度

令和元年度 373,978 287
令和2年度 376,944 269

指  標  名 年度 実績 単位あたりコスト 分  析  内  容  （ 前  年  度  と  の  増  減  理  由）

市民1人あたりのコ
スト

平成30年度 371,030 288
各年度（3月末日）の人口より、市民1人あたりのコストを算出しています。経常経費が減少
し、吹田市民が増加したため、市民1人あたりのコストは減少しました。

- - - -
△7,197 △2,346 6,107 8,452 

98,472 101,747 99,902 △1,845 
決算額の
主な内容

行政サービス活動収入
子ども子育て支援交付金（国庫）1,498千円・（府支
出金）508千円、児童虐待・DV対策等総合支援事
業費国庫補助金　4,948千円ほか

- - - -

- - - -
△105,669 △104,093 △93,796 10,297 

- -
- - - - - - - -
- - - - - -

△1,845 
- - - - - - - -

△99,902 1,845 
特

別

費

用

- - - - 98,472 101,747 99,902 
- - - - △98,472 △101,747 

-
- - - - - - - -

- -
特

別

収

入

- - - - - - -
△105,669 △104,093 △93,796 10,297 - -

- -
107,207 107,539 101,450 △6,090 - - - -

- - - - - -

1,845 
- - - - - - - -

107,556 2,363 
13,069 8,430 516 △7,914 行政サービス活動収支差額 △98,472 △101,747 △99,902 
6,857 7,246 6,902 △344 100,010 105,194 

B B-A
- - - - 11,,553388  33,,444477  77,,665544  44,,220077  

区分
平成30年度 令和元年度 令和2年度 差額

- - - - A

負担金・補助金・交付金等 1,097 1,092 853 △240 
- - - -

- - -
- - - -

経
常
費
用

78,917 89,064 90,872 1,809 
77,,226677  11,,770077  22,,330066  559999  

-

7 12 5 △8 

物件費
家庭児童相談システムの改修に係る委託料の増
加　585千円

1,538 3,447 7,654 4,207 

- - - -
- - - -

府支出金
子ども子育て支援交付金の減額による減少　▲
747千円

- - - -
- - - -

国国庫庫支支出出金金（（経経常常費費用用充充当当）） 558855  11,,665577  66,,444466  44,,778899  
994466  11,,777777  11,,220033  △△557744  

- - -
- - - -

B B-A

国庫支出金
児童虐待・DV対策等総合支援事業費国庫補助金
による増加　4,948千円

経
常
収
入

- - - -
-

成
果
の
説
明

増え続ける家庭児童相談に対し、関係機関と連携を密にしながら、児童虐待の早期発見・早期対応に努めております。その中で令和2年4月には、求め
られる専門職を確保し、子ども家庭総合支援拠点を設置したことで、体制の強化を図りました。また、子育て短期支援事業や育児支援家庭訪問事業な
どの子育て支援事業を実施するとともに、児童虐待の未然防止や重症化予防にも取り組み、児童虐待防止に関する市民向け講演会の開催や啓発用
ポスター等を配布するなど、児童虐待の無い社会の実現に向けた意識の醸成に努めました。一方で、新型コロナウイルス感染症の拡大防止の観点か
ら、子ども見守り家庭訪問事業における民生・児童委員、主任児童委員による訪問はやむを得ず一時的に中止しました。

勘定科目
平成30年度 令和元年度 令和2年度 差額 勘定科目 決  算  額  の  主  な  内  容

A

市民向け講習会参加者数 人 74 43 27 市民向け講習会（児童虐待関係講座、親支援プログラム）の参加者数

家庭児童相談件数 件 1,317 1,444 1,630 吹田市内における家庭児童相談件数

【目的】児童の養育に関する支援を行うとともに、関係機関と密に連携しながら、児童虐待の早期発見、早期対応及び未然防止を図る。
【概要】・子育て短期支援事業（一時的に養育が困難な児童の預かりに関する事業）
　　　 　・子ども見守り家庭訪問事業（民生・児童委員、主任児童委員等による4か月未満の児童がいる世帯への全戸訪問に関する事業）
　　　 　・育児支援家庭訪問事業（育児支援家庭訪問員による養育に不安のある世帯への訪問に関する事業）
　　　 　・児童虐待防止対策事業（家庭児童相談に対する相談業務及び児童虐待防止の啓発に関する事業）
　　　 　・親支援プログラム事業（養育者の子育てにおける問題解決力やスキル向上を図る連続講座に関する事業）

指  標  名 単位 平成30年度 令和元年度 令和2年度 成　果　指　標　の　定　義

部局名 児童部 予算執行所属 家庭児童相談室

家庭児童相談事業

（項） 2 児童福祉費 （目） 1 児童福祉総務費

管理事業名 家家庭庭児児童童相相談談事事業業
総合計画の

体系

大綱　４
政策　１
施策　３

子育て・学び
子育てしやすいまちづくり
配慮が必要な子供・家庭への支援

主な歳出
予算科目

一般会計 （款） 3 民生費

◆◆貸貸借借対対照照表表 （単位：千円）

現金預金 流動負債
未収金 地方債
財政調整基金 短期借入金
短期貸付金 賞与引当金
徴収不能引当金 未払金
その他流動資産 リース債務

有形固定資産 その他流動負債
土地 固定負債
建物・工作物 地方債
リース資産 長期借入金
建設仮勘定 退職手当引当金

無形固定資産 リース債務
有形固定資産 その他固定負債

土地 負債の部合計
建物・工作物
建設仮勘定 純資産

重要物品
図書館資料
投資その他の資産

出資金
長期貸付金
基金
徴収不能引当金 純資産の部合計
その他債権

資産の部合計 負債及び純資産の部合計

ⅢⅢ　　財財務務構構造造分分析析 貸貸借借対対照照表表のの主主なな増増減減理理由由（（特特徴徴的的なな事事項項））
▽▽人人ににかかかかるるココスストトのの内内訳訳

月平均

人 日 日
千円 千円 千円

千円

▽▽経経常常費費用用のの構構成成割割合合 物件費の内訳（単位：千円）

▽▽分分析析指指標標 （単位：％） ▽▽そそのの他他特特記記事事項項

A B
受益者負担比率
徴収不能引当率
一般財源充当比率

ⅣⅣ　　総総括括
▽▽分分析析結結果果のの説説明明

▽▽分分析析結結果果をを踏踏ままええたた事事業業のの課課題題

経常経費の構成割合としては、約9割が職員の給与関係費で占められています。また、物件費における委託料の主な経費としては、家庭児童相談システ
ムにおける保守及び改修業務に係る経費です。

増加し続ける家庭児童相談に対し、迅速かつ適切に支援するためには、対応する相談員の確保と専門性の向上が必要不可欠です。令和2年4月に社会
福祉士などの専門職を確保し、子ども家庭総合支援拠点を設置しましたが、今後も継続した体制強化の取組が必要です。
また、家庭児童相談が依然として増加傾向にあることに加え、外出の自粛など新型コロナウイルス感染症の影響により、子供の見守り機会が減少してい
ることから、地域のネットワークによる見守りの重要性が増しています。引き続き、児童虐待防止ネットワーク会議を中心に関係機関とより密に連携しなが
ら、支援を必要とする児童の早期発見・早期対応に努めるとともに、子育て支援事業や啓発事業を着実に実施し、児童虐待の未然防止を図っていきます。
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61(一般会計・家庭児童相談事業)
－ 283 －


